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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有用な植物又はその植物繁殖材料に対する植物病原菌性の疾患を抑制する方法であって
、
　殺菌に有効な量の、次の式Ｉ：
【化１】

　（式中、
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　Ｒ1は、ジフルオロメチルであり、そして
　Ｒ2は、水素である。）
　の化合物又は前記化合物の互変異性体を、前記植物繁殖材料に施用することを含む、
　前記方法。
【請求項２】
　次の式Ｉａ：
【化２】

　のラセミ化合物（トランス体）を、前記植物繁殖材料に施用する、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　次の式Ｉｃ：

【化３】

　（式中、次の式Ｉａ：
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【化４】

　のラセミ化合物（トランス体）の含有率が６５～９９重量％である。）
　のラセミ化合物を、前記植物繁殖材料に施用する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　有用な植物の植物繁殖材料が、有用な植物の種子である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　有用な植物又はその植物繁殖材料に対する植物病原菌性の疾患を抑制する方法であって
、
　請求項１に記載される式Ｉの化合物を、その好適なキャリアと共に含む、殺菌に有効な
量の植物繁殖材料保護組成物を、前記植物繁殖材料に施用することを含む方法。
【請求項６】
　請求項１に記載される式Ｉの化合物を、その好適なキャリアと共に含む、植物繁殖材料
保護組成物。
【請求項７】
　着色剤をさらに含む、請求項６に記載の植物繁殖材料保護組成物。
【請求項８】
　請求項６に記載の植物繁殖材料保護組成物を含む植物繁殖材料。
【請求項９】
　請求項７に記載の植物繁殖材料保護組成物を含む植物繁殖材料。
【請求項１０】
　植物繁殖材料及び後に成長する器官を、植物病原菌性の疾患によるダメージから保護す
る方法であって、
　殺菌に有効な量の請求項１に記載の式Ｉの化合物を、前記繁殖材料に施用することを含
んで成る、
　前記方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物病原菌性の疾患に対する殺菌剤を用いた有用な植物又は植物繁殖材料（
種子等）の保護方法、上記殺菌剤を含む植物繁殖材料保護組成物、及び上記組成物により
処理された植物繁殖材料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　植物繁殖材料に農薬を適用することにより、有用な植物又はそれらの植物繁殖材料を保
護することは、葉又は土壌に農薬を適用することと比較して、環境及び労働者への暴露を
減らす必要性に対処する、目標とされる農薬の適用法である。
【０００３】
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　国際公開第０３／０７４４９１号パンフレットから、ある種のオルト－シクロプロピル
－カルボキサニリド誘導体が、植物病原菌性の菌類に対する生物活性を有することが知ら
れている。国際公開第０３／０７４４９１号パンフレットはまた、上記オルト－シクロプ
ロピル－カルボキサニリド誘導体を、植物、植物の一部、又は植物の場所に適用し、栽培
された植物に、植物病原菌性の微生物が侵入することを抑制する方法を記載している。上
記の方法は、例えば、葉に適用すること、液剤で上記植物の場所を濡らすことにより適用
すること、粒状物を土壌に適用すること、水を引いた作物栽培田畑（例えば、水を引いた
田んぼ）に適用すること、及び種子を処理することである。国際公開第０３／０７４４９
１号パンフレットは、明細書の２６ページで、上記方法における葉への適用方法が好まし
い適用法であることを、特に教示している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　驚いたことに、上記オルト－シクロプロピル－カルボキサミド誘導体の特定群が、種子
処理用途に特に好適であることが見出された。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に従って、有用な植物又はその植物繁殖材料に対する植物病原菌性の疾患を抑制
する方法を提案する。
　本発明に従う方法は、殺菌に有効な量の次の式Ｉ：
【化１】

　（式中、
　Ｒ1はトリフルオロメチル又はジフルオロメチルであり、そして
　Ｒ2は水素又はメチルである。）
　の化合物、又は上記化合物の互変異性体を、上記植物繁殖材料に適用することを含む。
【０００６】
　本発明に従う方法は、有用な植物の収量及び／又は品質の向上、例えば、作物の収穫量
の増加に、特に好適である。
　従って、本発明はまた、植物病原菌性の疾患によるダメージに接した後に成長する器官
及び植物繁殖材料を保護する方法に関連し、当該方法は、殺菌に有効な量の式Ｉの化合物
を、上記繁殖材料に適用することを含んで成る。
【０００７】
　従って、本発明は、植物の成長特性を改良する方法にさらに関連し、当該方法は、殺菌
に有効な量の式Ｉの化合物を、上記繁殖材料に適用することを含む。
【０００８】
　上記式Ｉの化合物には、次の式ＩI、ＩII、ＩIII、及びＩIv：
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　（式中、Ｒ1及びＲ2は、式Ｉの下で定義される。）
　で表される種々の立体異性体が存在する。
　本発明に従う方法は、上記すべての異性体及びその混合物を任意の比率で植物繁殖材料
に適用することを対象としている。
【０００９】
　本発明の好ましい実施態様では、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素であ
る式Ｉの化合物を、植物繁殖材料に適用する。
　本発明の好ましい実施態様では、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2がメチルで
ある式Ｉの化合物を、植物繁殖材料に適用する。
【００１０】
　本発明の好ましい実施態様では、Ｒ1がトリフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素で
ある式Ｉの化合物を、植物繁殖材料に適用する。
　本発明の好ましい実施態様では、Ｒ1がトリフルオロメチルであり、そしてＲ2がメチル
である式Ｉの化合物を、植物繁殖材料に適用する。
【００１１】
　本発明のさらに好ましい実施態様では、式Ｉａの化合物（トランス体）：
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【化３】

　を、植物繁殖材料に適用する。
　上記式Ｉａは、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIの化合物
；Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIIの化合物；又はＲ1がジ
フルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIの化合物と、Ｒ1がジフルオロメチ
ルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIIの化合物との任意の比率の混合物を表す。
【００１２】
　本発明のこの実施態様の中で、式Ｉａのラセミ化合物（Ｒ1がジフルオロメチルであり
、そしてＲ2が水素である式ＩIの化合物と、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が
水素である式ＩIIの化合物とのラセミ混合物を表す。）を、植物繁殖材料に適用する実施
態様が好ましい。
【００１３】
　本発明のさらに好ましい実施態様では、式Ｉｂの化合物（シス体）：
【化４】

　を、植物繁殖材料に適用する。
　上記式Ｉｂは、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIIIの化合
物；Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIvの化合物；又はＲ1が
ジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIIIの化合物と、Ｒ1がジフルオロ
メチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIvの化合物との任意の比率の混合物を表す。
【００１４】
　本発明のこの実施態様の中で、式Ｉｂのラセミ化合物（Ｒ1がジフルオロメチルであり
、そしてＲ2が水素である式ＩIIIの化合物と、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2

が水素である式ＩIvの化合物とのラセミ混合物を表す）を、植物繁殖材料に適用する実施
態様が好ましい。
【００１５】
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　本発明のさらに好ましい実施態様では、式Ｉｃの化合物：
【化５】

　を、植物繁殖材料に適用する。
　式Ｉａ（Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIの化合物と、Ｒ1

がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIIの化合物とのラセミ混合物を
表す。）のラセミ化合物の、式Ｉｂ（Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素で
ある式ＩIIIの化合物と、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIv

の化合物とのラセミ混合物を表す。）のラセミ化合物に対する比率は、１：１～１００：
１である。
【００１６】
　上記実施態様で、式Ｉａ（Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式Ｉ

Iの化合物と、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIIの化合物と
のラセミ混合物を表す。）のラセミ化合物の、式Ｉｂ（Ｒ1がジフルオロメチルであり、
そしてＲ2が水素である式ＩIIIの化合物と、Ｒ1がジフルオロメチルであり、そしてＲ2が
水素である式ＩIvとの化合物のラセミ混合物を表す.）のラセミ化合物に対する好適な比
率は、例えば１：１、２：１、３：１、４：１、５：１、６：１、７：１、８：１、９：
１、１０：１、２０：１、５０：１、又は１００：１である。２：１～１００：１が好ま
しく、４：１～１０：１がさらに好ましい。
【００１７】
　本発明のさらに好ましい実施態様では、式Ｉｃの化合物（式Ｉａ（Ｒ1がジフルオロメ
チルであり、そしてＲ2が水素である式ＩIの化合物と、Ｒ1がジフルオロメチルであり、
そしてＲ2が水素である式ＩIIの化合物とのラセミ混合物を表す。）のラセミ化合物の含
有率が、６５～９９重量％である）を、植物繁殖材料に適用する。
【００１８】
　本発明によると、二つの光学異性体の「ラセミ混合物」、又は「ラセミ化合物」は、二
種類の光学異性体が、二種類の光学異性体の実質的に５０：５０の割合にある混合物であ
ることを意味する。
　植物の成長（又は生育）特性の改良は、複数の異なる方法に明らかとなることができる
が、最終的には、より良好な植物の生産物がもたらされる。例えば、上記植物の収量及び
／又は成長力、あるいは上記植物に由来する収穫された生産物の品質の向上に明らかとな
ることができる。
【００１９】
　本明細書において、植物の「収量の改良」のフレーズは、主題の方法を適用することな
く同一条件の下で生産させた植物の同一生成物の収量を超えて、適用可能な量まで上記植
物の生成物の収量が増加することに関する。上記収量が、少なくとも約０．５％増加する
こと、さらに好ましくは、少なくとも約１％増加することが好ましく、約２％増加するこ
とがさらに好ましく、そして約４％以上増加することがさらに好ましい。収量を、特定の
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基準に対する上記植物の生成物の重量又は容量に関して表現することができる。上記基準
を、期間、生育領域、生産された植物の重量、使用された原材料の量等で表現することが
できる。
【００２０】
　本明細書において、植物の「成長力の改良」のフレーズは、主題の方法を適用すること
なく同一条件の下で生産させた植物の同一ファクターを超えて、測定可能な量又は顕著な
量まで、成長力評価又は株立本数（単位面積あたりの植物数）、又はその草丈、又はその
植物の草冠、又は外観（葉の色がより緑色であるか等）、又はその植物の根の評価、又は
出芽、又はたんぱく質含有率、又はひこばえ（ｔｉｌｌｅｒｉｎｇ）の増加度、又はより
大きな葉身、又は枯れた根出葉の少なさ、又はひこばえの丈夫さ、又は必要な肥料の少な
さ、又は必要とされる種子の少なさ、又はひこばえの生産力、又は開花の早さ、又は穀類
の熟成の早さ、又は植物の節（倒状）の少なさ、又は芽の発達の増加、又は発芽の早さ、
又はこれら要因の任意の組み合わせ、又は当業者に知られた他の利点の増加に関する。
【００２１】
　方法が、植物の「収量及び／又は成長力を改良する」ことができる場合には、本方法に
より、上記のような収量又は成長力のいずれか、あるいは上記植物の収量及び成長力の両
方が増加する。式Ｉの化合物をまた、植物病原菌性の疾患から保護するため、貯蔵された
生産物（穀類等）を処理するために用いることができる。
【００２２】
　本発明に従う方法は、次の種類に属する植物病原菌性の菌類から有用な植物又は植物繁
殖材料を保護するために特に有効である；
　子嚢菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ）、例えば、コクリオボルス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏ
ｌｕｓ）、コレトリクム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ）、フサリウム（Ｆｕｓａｒｉ
ｕｍ）、ガエウマンノミセス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ）、ギベレラ（Ｇｉｂｅｒ
ｅｌｌａ）、モノグラフェラ（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ）、ミクロドチウム（Ｍｉｃ
ｒｏｄｏｃｈｉｕｍ）、ペニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）、フォーマ（Ｐｈｏｍ
ａ）、フィクラリア（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ）、マグナポルテ（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈ
ｅ）、セプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）、プセウドセルコスポレラ（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒ
ｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ）、タペシア（Ｔａｐｅｓｉａ）、及びチエラビオプシス（Ｔｈｉ
ｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ）：
　担子菌綱（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）、例えば、ファコプソラ（Ｐｈａｋｏｐｓ
ｏｒａ）、プッシニア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）、リゾクトニア（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）
、タナテフォルス（Ｔｈａｎａｔｅｐｈｏｒｕｓ）、スファセロテカ（Ｓｐｈａｃｅｌｏ
ｔｈｅｃａ）、チレチア（Ｔｉｌｌｅｔｉａ）、チフラ（Ｔｙｐｈｕｌａ）、及びウスチ
ラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ）：
　不完全菌類（またデウテロミセテス（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）として知られて
いる；例えば、アスコキタ（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ）、ジプロジア（Ｄｉｐｌｏｄｉａ）、
エリシフェ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ）、フザリウム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）、ヘルミントスポリ
ウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）、フォモプシス（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ）、ピ
レノフォラ（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）、及びバーティシリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ））、並びに
　接合菌類（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｓ）、例えば、リゾプス（Ｒｈｉｚｏｐｕｓ）等。
【００２３】
　本発明に従う「有用な植物」は、典型的には、次の植物種：穀物、例えば、小麦、小麦
、大麦、ライ麦、又は麦：ビート、例えば、砂糖大根、又は飼料用ビート：豆科植物、例
えば、豆、平豆、エンドウ豆、又は大豆：油脂植物、例えば、菜種、カラシナ、ポピー、
ヒマワリ、トウゴマ、又はラッカセイ：きゅうり植物、例えば、マロー、きゅうり、又は
メロン：繊維植物、例えば、綿、亜麻、麻、又はジュート：野菜、例えば、ほうれん草、
レタス、アスパラガス、キャベツ、ニンジン、玉ねぎ、トマト、ジャガイモ、ウリ科植物
、又は唐辛子：クスノキ科、例えば、アボガド、又はカンファー：トウモロコシ：タバコ
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：米：芝又は観賞植物、例えば、花、低木、広葉樹、又は常緑樹、例えば、針葉樹を包含
する。このリストは、いかなる制限をも表すものではない。
【００２４】
　上記用語「有用な植物」は、品種改良又は遺伝子操作の一般的な方法の結果として、ブ
ロモキシニル等の除草剤、又は除草剤の種類（例えば、ＨＰＰＤ阻害剤、ＡＬＳ阻害剤、
例えば、プリミスルフロン、プロスルフロン、及びトリフロキシスルフロン、ＥＰＳＰＳ
（５－エノール－プロビル－シキメート－３－ホスフェート－シンターゼ）抑制剤、ＧＳ
（グルタミンシンターゼ）抑制剤）に耐性を付与している有用な植物をまた含むと理解さ
れている。品種改良（突然変異生成）の一般的な方法により、イミダゾリノン（例えば、
イマザモックス）への耐性を付与する作物の例は、Ｃｌｅａｒｆｉｅｌｄ（商標）夏菜種
（カノーラ）である。遺伝子操作法により除草剤、又は除草剤の種類への耐性を付与して
いる作物の例には、ＲｏｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（商標）、Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（商標）
、及びＬｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（商標）の商品名で市販されている、グリホサート及びグ
ルフォシネート耐性のトウモロコシ品種が含まれる。
【００２５】
　上記用語「有用な植物」は、一つ又は二つ以上の選択的な作用毒（例えば、毒産出バク
テリア、特にバチルス属の毒として知られている）の合成が可能であるＤＮＡ組み換え技
法を用いて、形質転換させた有用な植物をも含むと理解されている。
【００２６】
　上記遺伝子組み換え植物によって発現させることができる毒素は、例えば、殺虫たんぱ
く質、例えば、セレウス菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）又はポプリア菌（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｐｏｐｌｉａｅ）由来の殺虫たんぱく質；あるいは
　バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由
来する殺虫たんぱく質、例えば、δ－エンドトキシン、例えば、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、Ｃｒ
ｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＦ、ＣｒｙＩＦ（ａ２）、ＣｒｙＩＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＩＩＡ
、ＣｒｙＩＩＩＢ（ｂ１）、若しくはＣｒｙ９ｃ、又は植物性殺虫たんぱく質（ＶＩＰ）
、例えば、ＶＩＰ１、ＶＩＰ２、ＶＩＰ３、又はＶＩＰ３Ａ；あるいは
　線虫コロニー細菌の殺菌たんぱく質、例えば、フォトラブダス（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、又はキセノラブダス（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、フォトラブダス（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｓ）、キセノラブ
ダス（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐｈｉｌｕｓ）；動物によって生産された
毒、例えば、さそり毒、クモ毒、ハチ毒、及び他の昆虫固有の神経毒；
　菌類によって生産された毒素、例えば、ストレプトミセス毒、植物レクチン、例えば、
エンドウ豆レクチン、大麦レクチン、又はユキノハナレクチン；
　凝集素；
　たんぱく質抑制剤、例えば、トリプシン抑制剤、セリンプロテアーゼ抑制剤、パチタン
（ｐａｔａｔｉｎ）、システイン、パパイン抑制剤；
　リボソーム不活性化たんぱく質（ＲＩＰ）、例えば、リジン、トウモロコシＲＩＰ、ア
ブリン、ルフィン（ｌｕｆｆｉｎ）、サポリン、又はブリオジン（ｂｒｙｏｄｉｎ）：
　ステロイド代謝酵素、例えば、３－ヒドロキシステロイドキシダーゼ、エクジステロイ
ド－ＵＤＰ－グルコシル－トランスフェラーゼ、コレステロール酸化酵素、エクジソン抑
制剤、ＨＭＧ－ＣＯＡ－還元酵素、イオンチャンネルブロッカー、例えば、ナトリウム又
はカルシウムチャンネルブロッカー、幼若ホルモンエステラーゼ、利尿ホルモン受容体、
スチルベンシンターゼ、ビベンジルシンターゼ、キチナーゼ、及びグルカナーゼ：
　を含む。
【００２７】
　本発明の文脈において、δ－エンドトキシン、例えば、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ
（ｃ）、ＣｒｙＩＦ、ＣｒｙＩＦ（ａ２）、ＣｒｙＩＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＩＩＡ、Ｃｒ
ｙＩＩＩＢ（ｂ１）、若しくはＣｒｙ９ｃ、又は植物性の殺虫たんぱく質（ＶＩＰ）、例
えば、ＶＩＰ１、ＶＩＰ２、ＶＩＰ３、又はＶＩＰ３Ａ、明確にはまた、ハイブリッド毒
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素、不完全な毒素、及び改良された毒素、によって理解されるべきである。ハイブリッド
毒素は、それらのたんぱく質の異なる領域の新規な組み合わせによる組み換えとして生産
される（例えば、国際公開第０２／１５７０１号パンフレット参照）。不完全な毒素の例
は、以下に記載される、Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄ　ＳＡＳのＢｔ１１トウモロコシに
発現する不完全ＣｒｙＩＡ（ｂ）である。改良毒素の場合、天然に存在する毒素の一つ又
は二つ以上のアミノ酸が置換されている。上記アミノ置換品、好ましくは、天然に存在し
ないプロテアーゼ認識配列を、上記毒素に挿入する。例えば、ＣｒｙＩＩＩＡ０５５の場
合、カテプシン－Ｄ－認識配列を、ＣｒｙＩＩＩＡ毒素に挿入する（国際公開第０３／０
１８８１０号パンフレット参照）。
【００２８】
　上記毒素、又は上記毒素の合成が可能な遺伝子組み換え植物の例は、例えば、欧州特許
出願公開第０３７４７５３号明細書、国際公開第９３／０７２７８号パンフレット、同第
９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出願公開第０４２７５２９号明細書、同第４
５１８７８号明細書、及び国際公開第０３／０５２０７３号パンフレットに開示されてい
る。
　上記遺伝子組み換え植物を調製する方法は、概して当業者に知られており、そして、例
えば、上述の出版物に記載されている。ＣｒｙＩ－タイプデオキシリボ核酸、及びそれら
の調製は、例えば、国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出願公開第０
３６７４７４号明細書、同第０４０１９７９号明細書、及び国際公開第９０／１３６５１
号パンフレットにより公知である。
【００２９】
　遺伝子組み換え植物に含まれる上記毒素は、害虫に対する植物の耐性に影響を及ぼす。
上記害虫は、任意の昆虫分類群に発生しうるが、特に一般的に、鞘翅目（コレオプテラ（
Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ））、双翅目昆虫（ジプテラ（Ｄｉｐｔｅｒａ））、及びチョウ（
レピドプテラ（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ））によく見つかる。
【００３０】
　塩基配列によって殺虫剤耐性の遺伝暗号を指定し、そして一つ又は二つ以上の毒素を発
現する遺伝子を一つ又は二つ以上含む遺伝子組み換え植物が知られており、そしてそのい
くつかが市販されている。
　上記植物の例は：
　ＹｉｅｌｄＧａｒｄ（商標）（ＣｒｙＩＡ（ｂ）毒素を発現するトウモロコシ変種）：
　ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｒｏｏｔｗｏｒｍ（商標）（ＣｒｙＩＩＩＢ（ｂｉ）毒素を発現
するトウモロコシ変種）、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｐｌｕｓ（商標）（ＣｒｙＩＡ（ｂ）及
びＣｒｙＩＩＩＢ（ｂｉ）毒素を発現するトウモロコシ変種）：
　Ｓｔａｒｌｉｎｋ（商標）（Ｃｒｙ９（ｃ）毒素を発現するトウモロコシ変種）：
　Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（商標）（除草剤グルフォシネートアンモニウムに対する耐性を
得るための酵素ホスフィノスリシン（ｐｈｏｓｐｈｉｎｏｔｈｒｉｃｉｎｅ）Ｎ－アセチ
ルトランスフェラーゼ（ＰＡＴ）、及びＣｒｙＩＦ（ａ２）毒素を発現するトウモロコシ
変種）：
　ＮｕＣＯＴＮ　３３Ｂ（商標）（ＣｒｙＩＡ（ｃ）毒素を発現する綿変種）：
　Ｂｏｌｌｇａｒｄ　Ｉ（商標）（ＣｒｙＩＡ（ｃ）毒素を発現する綿変種）：
　Ｂｏｌｌｇａｒｄ　ＩＩ（商標）（ＣｒｙＩＡ（ｃ）及びＣｒｙＩＩＡ（ｂ）毒素を発
現する綿変種）：
　ＶＩＰＣＯＴ（商標）（ＶＩＰ毒素を発現する綿変種）：
　ＮｅｗＬｅａｆ（商標）（ＣｒｙＩＩＩＡ毒素を発現するジャガイモ変種）：
　Ｎａｔｕｒｅ－Ｇａｒｄ（商標）、及びＰｒｏｔｅｃｔａ（商標）：
　である。
【００３１】
　上記遺伝子組み換え作物のさらなる例：
　１．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄ　ＳＡＳのＢｔ１１トウモロコシ、Ｃｈｅｍｉｎ　ｄ
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ｅ　Ｉ’Ｈｏｂｉｔ　２７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ，
登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。遺伝子を組み換えたＺｅａ　ｍａｙｓは、不完全
なＣｒｙＩＡ（ｂ）毒素を遺伝子組み換えにより発現し、ヨーロッパのアワノメイガ（Ｏ
ｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ及びＳｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ）
による攻撃に対する耐性がある。Ｂｔ１１　Ｍａｉｚｅはまた、除草剤グルフォシネート
アンモニウムに対する耐性を得るために、組み換えにより酵素ＰＡＴを発現させる。
【００３２】
　２．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄ　ＳＡＳのＢｔ１７６トウモロコシ、Ｃｈｅｍｉｎ　
ｄｅ　ＰＨｏｂｉｔ　２７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ，
登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。遺伝子を組み換えたＺｅａ　ｍａｙｓは、Ｃｒｙ
ＩＡ（ｂ）毒素の遺伝子組み換え発現によって、ヨーロッパのアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉ
ｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ及びＳｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ）による攻
撃に対する耐性がある。Ｂｔ１７６　Ｍａｉｚｅはまた、除草剤グルフォシネートアンモ
ニウムに対する耐性を得るために、組み換えにより酵素ＰＡＴを発現させる。
【００３３】
　３．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄ　ＳＡＳのＭＩＲ６０４トウモロコシ、Ｃｈｅｍｉｎ
　ｄｅ　Ｉ’Ｈｏｂｉｔ　２７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃ
ｅ，登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。上記トウモロコシは、組み換えによる変性Ｃ
ｒｙＩＩＩＡ毒素の発現により耐昆虫性を有している。この毒素は、カテプシン－Ｄ－プ
ロテアーゼ認識配列の挿入により変性したＣｒｙ３Ａ０５５である。上記遺伝子組み換え
トウモロコシ植物の調製は、国際公開第０３／０１８８１０号パンフレットに記載されて
いる。
【００３４】
　４．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２、Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ
　Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１　１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，ＢｅｌｇｉｕｍのＭＯＮ　８
６３トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＤＥ／０２／９。ＭＯＮ　８６３は、ＣｒｙＩＩＩＢ（
ｂ１）毒素を発現し，そしてある種の鞘翅類に耐性を有する。
　５．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２，Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ
　Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１　１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，ＢｅｌｇｉｕｍのＩＰＣ　５
３１トウモロコシ，登録番号Ｃ／ＥＳ／９６／０２。
【００３５】
　６．Ｐｉｏｎｅｅｒ　Ｏｖｅｒｓｅａｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　Ａｖｅｎｕｅ　Ｔ
ｅｄｅｓｃｏ，７　Ｂ－１１６０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍの１５０７トウモ
ロコシ，登録番号Ｃ／ＮＬ／００／１０。ある種の鱗翅目の昆虫に対する耐性を得るため
のたんぱく質Ｃｒｙ１Ｆを発現させ、そして除草剤グルフォシネートアンモニウムに耐性
を得るためのＰＡＴたんぱく質を発現させるために遺伝学的に変性させたトウモロコシ。
【００３６】
　７．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　Ｔｅ
ｄｅｓｃｏ，７　Ｂ－１１６０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，ＢｅｌｇｉｕｍのＮＫ６０３×ＭＯ
Ｎ８１０トウモロコシ，登録番号Ｃ／ＧＢ／０２／Ｍ３／０３。遺伝学的に変性した品種
ＮＫ６０３とＭＯＮ８１０の異種交配による雑種トウモロコシ品種からなる。ＮＫ６０３
×ＭＯＮ８１０トウモロコシは、ＣＰ４菌株（除草剤Ｒｏｕｎｄｕｐ（商標）（グリホサ
ートを含む）耐性を付与する）から得られたＣＰ４たんぱく質ＥＰＳＰＳを、遺伝子組み
換えにより発現させ、そしてまた上記ヨーロッパアワノメイガを含むある種の鱗翅目に対
する耐性をもたらすバチルスチューリンゲンシス亜種ｋｕｒｓｔａｋｉから得られるＣｒ
ｙＩＡ（ｂ）毒素を発現させる。
【００３７】
　耐昆虫植物の遺伝子組み換え作物はまた、ＢＡＴＳ（Ｚｅｎｔｒｕｍ　ｆｕｒ　Ｂｉｏ
ｓｉｃｈｅｒｈｅｉｔ　ｕｎｄ　Ｎａｃｈｈａｌｔｉｇｋｅｉｔ，Ｚｅｎｔｒｕｍ　ＢＡ
ＴＳ，Ｃｌａｒａｓｔｒａｓｓｅ　１３，４０５８　Ｂａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎ
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ｄ）Ｒｅｐｏｒｔ　２００３（ｈｔｔｐ：／／ｂａｔｓ．ｃｈ）に記載されている。
【００３８】
　用語「有用な植物」は、選択作用を有する対病原性物質（例えば、いわゆる「病原性関
連たんぱく質」（ＰＲＰ、例えば、欧州特許出願公開第０３９２２２５号明細書を参照せ
よ。））の合成が可能な、組み換え型ＤＮＡ技法を用いることによってそのように変形さ
れている有用な植物もまた含むことが理解されるべきである。上記対病原性物質、及び上
記対病原性物質を合成できる遺伝子組み換え植物の例は、例えば、欧州特許出願公開第０
３９２２２５号明細書、国際公開第９５／３３８１８号パンフレット、及び欧州特許出願
公開第０３５３１９１号明細書から公知となっている。そのような遺伝子組み換え植物の
生産方法は、概して、当業者に知られており、例えば、上述の出版物に記載されている。
【００３９】
　上記遺伝子組み換えの植物に発現させることができる耐病原性物質には、例えば、イオ
ンチャネルブロッカー、例えば、ナトリウム及びカルシウムチャネル、例えば、ウイルス
性ＫＰ１、ＫＰ４、又はＫＰ６毒素：スチルベンシンターゼ：ビベンジルシンターゼ：キ
チナーゼ：グルカナーゼ：いわゆる「病原性関連たんぱく質」（ＰＲＰ、例えば、欧州特
許出願公開第０３９２２２５号明細書を参照せよ。）；
　微生物によって生産される耐病原性物質、例えば、ペプチド系抗生物質、又は複素環抗
生物質（例えば、国際公開第９５／３３８１８号パンフレットを参照せよ。）、又はたん
ぱく質、又は植物病原体防御に関連するポリペプチド因子（国際公開第０３／０００９０
６号パンフレットに記載されているような、いわゆる「植物耐病性遺伝子」）が含まれる
。
【００４０】
　本発明に関連し、関心が高い有用な植物は、穀物、例えば、小麦、ライ麦、大麦、又は
麦：トウモロコシ：芝：野菜、例えば、トマト、ウリ科植物、豆、及びレタス：ジャガイ
モ：タバコ：糖ビート：稲：芝生：綿：大豆：肪種子菜種：豆類作物：ヒマワリ：、及び
園芸の観賞植物である。関心が高いこれら有用な植物において、特に、穀物に言及するこ
とができる。
【００４１】
　用語「植物繁殖材料」は、植物の生殖力のある部分（例えば、後に繁殖のために用いる
ことができる種子、及び栄養材料、例えば、挿し木又は塊茎、例えばジャガイモ）を示す
ことが理解される。それらは、例えば、種子（厳密な意味での種子）、根、果実、塊茎、
球根、地下茎、及び植物の一部を言及することができる。発芽後又は土壌からの発芽後に
移植すべき発芽植物及び若い植物もまた、言及することができる。浸漬によって全て又は
一部を処理することにより、移植前に、これら若い植物を保護することができる。
　「植物繁殖材料」は、種子を示すことが理解されることが好ましい。
【００４２】
　本発明に従う上記方法は、その種子伝染病及び土壌伝染病、例えば、
　アルテルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）、アスコキタ（Ａｓｃｏｃｈｙｔ
ａ　ｓｐｐ．）、ボトリチスキネラエ（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、セルコス
ポラ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、クラビセプスプルプレア（Ｃｌａｖｉｃｅｐ
ｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）、コクリオボラスサチブス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔ
ｉｖｕｓ）、コレトトリクム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｐ．）、エピコッカ
ム（Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　ｓｐｐ．）、フザリウムグラミネアルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　
ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）、フザリウムモニリフォルメ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｍｏｎｉｌ
ｉｆｏｒｍｅ）、フザリウムオキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）
、フザリウムプロリフェラツム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｐｒｏｌｉｆｅｒａｔｕｍ）、フザ
リウムソラニ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、フザリウムスブグルチナンス（Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｓｕｂｇｌｕｔｉｎａｎｓ）、ガウマンノミセスグラミニス（Ｇａｕｍａ
ｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓ
ｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ニバレ（ｎｉｖａｌｅ）、ペニシリウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌ
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ｉｕｍ　ｓｐｐ．）、フォーマ（Ｐｈｏｍａ　ｓｐｐ．）、ピレノフォラグラミネア（Ｐ
ｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）、ピリクラリアオリザエ（Ｐｙｒｉｃｕｌａ
ｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）、リゾクトニアソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ
）、リゾクトニアセレアリス（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、スクレロ
チニア（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、セプトリア（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｓｐｐ
．）、スファセロテカレイリアナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｌｉａｎａ）
、チレチア（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、チフラインカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉ
ｎｃａｒｎａｔａ）、ウロシスチスオックルタ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）
、ウスチラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｓｐｐ．）、又はバーティシリウム（Ｖｅｒｔｉｃｉ
ｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ.）：
　特に穀物の病原菌、例えば、小麦、大麦、ライ麦、又は麦：トウモロコシ：稲：綿：大
豆：芝：糖ビート：脂肪種子菜種：ジャガイモ：豆類作物、例えば、エンドウ豆、平豆、
又はヒヨコ豆：及びヒマワリに対して有用な植物又は植物繁殖材料を保護するために特に
有効である。
【００４３】
　式Ｉの化合物、又は本発明に従う式Ｉの化合物を含む組成物は、特に下記の植物の疾患
を抑制するために有用である：
　豆類作物のアスコキタスペシエス（Ａｓｃｏｃｈｙｔａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
　ヒマワリのボトリチスキネラエ（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）（灰色カビ病）
、
　穀物のコクリオボラスサチブス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）、
　豆類作物のコレトトリクムスペシエス（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｅｃｉｅ
ｓ）、
　穀物及びトウモロコシのフザリウムグラミネアルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｅａｒｕｍ）、
　穀物及び芝生のガウマンノミセスグラミニス（Ｇａｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍ
ｉｎｉｓ）、
　トウモロコシのヘルミントスポリウムマイジス（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　
ｍａｙｄｉｓ）、
　稲のヘルミントスポリウムオリザエ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｏｒｙｚａ
ｅ）、
　ジャガイモのヘルミントスポリウムソラニ（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｏ
ｌａｎｉ）、
　小麦及びライ麦のミクロドチウムニバレ（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）
、
　大麦のピレノフォラグラミネア（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）、
　稲のピリクラリアオリザエ（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）、
　綿、大豆、穀物、トウモロコシ、ジャガイモ、稲、及び芝生のリゾクトニア（Ｒｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
　芝生のスクレロチニアホメオカルパ（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｈｏｍｅｏｃａｒｐａ
）、
　トウモロコシのスファセロテカレイリアナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｌ
ｉａｎａ）、
　穀物のチレチア（Ｔｉｌｌｅｔｉａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）、
　大麦のチフラインカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔａ）、
　ライ麦のウロシスチスオックルタ（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）、
　穀物及びトウモロコシのウスチラゴ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｓｐｅｃｉｅｓ）。
【００４４】
　式Ｉの化合物を、殺菌に有効な量の式Ｉの化合物を用いて植物繁殖材料を処理して適用
する。好ましくは、式Ｉの化合物を、殺菌に有効な量で植物繁殖材料に、式Ｉの化合物を
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付着させて適用する。
　好ましい適用法は、種子処理である。
【００４５】
　上記によりもたらされる方法を、任意の生理状態にある種子に適用することができると
考えられるが、上記種子が、上記処理工程の際に損傷を受けない十分に耐久性のある状態
であることが好ましい。概して、上記種子は、畑から収穫した種子；植物から採取した種
子；並びに任意の穂軸、茎、外包被、及び周囲の果肉又は他の非種子植物質から分離した
種子である。上記種子はまた、上記処理が上記種子に生物学的損傷を与えない程度に生物
学的に安定であることが好ましい。上記処理を、種子の収穫及び種まきの間、又は種まき
過程（種子を直接利用）の際の任意の時間に、種子に適用することができると考えられて
いる。
【００４６】
　上記種子は、蒔く前に処理し、そして用語「蒔く前の種子（ｕｎｓｏｗｎ　ｓｅｅｄ）
」は、種子を収穫することと、植物の発芽及び成長を目的として地面に種子を蒔くことと
の間の期間を含むことを意味している。
　蒔く前に種子を処理することは、農薬を土壌に適用する実施を含むことは意図しないが
、種まき過程の際に種子をターゲットとする任意の適用の実施を含むであろう。
【００４７】
　蒔く種子を事前処理するために、種を蒔く前に上記処理を行うことが好ましい。
　式Ｉの化合物を、菌類による植物繁殖材料の感染の前又は後に適用することができる。
【００４８】
　式Ｉの化合物は、配合技法における通常の補助剤と共に、植物繁殖材料に適用するのが
通常である。式Ｉの化合物は、配合物の状態で植物繁殖材料に適用することが好ましいが
、さらなる化合物と同時に又は連続して、植物繁殖材料に適用することもまた可能である
。これらの「さらなる化合物」は、例えば、肥料、微量栄養素供与体、植物の成長に影響
を与える他の調製品、植物調整剤、除草剤、殺虫剤、殺菌剤、殺真菌剤、殺菌剤、昆虫成
長調整剤、線虫駆除剤又は単体動物駆除剤、又はこれら調製品のいくつかの混合物、例え
ば、必要に応じて、配合の技術的分野で普通に用いられる補助剤（例えば、キャリア、界
面活性剤、又は他の適用促進補助剤）とともに、二つの殺菌剤又は一つの殺菌剤及び殺虫
剤であることができる。
【００４９】
　本発明の好ましい実施態様では、有用な植物又はそれらの植物繁殖材料の植物病原菌性
の疾患を抑制する方法を提供し、上記方法は、式Ｉの化合物をその好適なキャリアと共に
含む、殺菌に有効な量の植物繁殖材料保護組成物を、上記植物繁殖材料に適用することを
含む。
　好ましい適用方法は、種子処理である。
【００５０】
　種子処理用途の技法は、当業者に周知であり、そしてそれは、本発明の文脈に簡潔に用
いることができる。式Ｉの化合物、又は式Ｉの化合物を好適なキャリアと共に含む植物繁
殖材料保護組成物を配合し、そしてスラリー、固体の種子コーティング、浸液（ｓｏａｋ
）として、又は種子表面の粉末として適用する。また、例えば、フィルムコーティング又
はカプセル化について言及することができる。上記コーティング法は、当業者に周知であ
り、そして種子にフィルムコーティング又はカプセル化技術を用いるか、又は他の繁殖生
産物に浸漬技術を用いる。言うまでもなく、式Ｉの化合物又は式Ｉの化合物を好適なキャ
リアと共に含む組成物を上記種子に適用する方法を変えることができ、そして本発明は、
用いるべき任意の技法を含むことを目的としている。
【００５１】
　式Ｉの化合物、あるいは式Ｉの化合物を好適なキャリアと共に含む組成物を適用する好
ましい方法は、上記植物繁殖材料を、液体製剤を用いてスプレーするか、若しくは濡らす
か、あるいは植物材を式Ｉの化合物を好適なキャリアと共に含む組成物の固形製剤と混合
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することから成る。
【００５２】
　式Ｉの化合物、又は式Ｉの化合物を好適なキャリアと共に含む組成物を配合するか、若
しくは種子処理槽で混合するか、又は他の種子処理剤を用いて上塗りすることにより一体
化させる。式Ｉの化合物、又は式Ｉの化合物を好適なキャリアと共に含む組成物と混合す
べき薬剤は、害虫抑制、発達改良、栄養摂取、又は植物の疾患を抑制するためである。
【００５３】
　本発明に従う植物繁殖材料に適用する植物繁殖材料保護組成物は、多くの一般的な形態
、例えば、ツインパック（ｔｗｉｎ　ｐａｃｋ）型、乾燥種子処理用粉末（ＤＳ）、種子
処理用エマルション（ＥＳ）、流動性を有する種子処理用濃縮物（ＦＳ）、種子処理用溶
液（ＬＳ）、種子処理用水分散性粉末（ＷＳ）、種子処理用カプセル懸濁液（ＣＦ）、種
子処理用ゲル（ＧＦ）、エマルション濃縮物（ＥＣ）、懸濁濃縮物（ＳＣ）、サスポエマ
ルション（ＳＥ）、カプセル懸濁液（ＣＳ）、水分散性顆粒（ＷＧ）、乳化性顆粒（ＥＧ
）、油中水型エマルション（ＥＯ）、水中油型エマルション（ＥＷ）、ミクロエマルショ
ン（ＭＥ）、油分散物（ＯＤ）、混和性流動性油（ＯＦ）、油混和性液体（ＯＬ）、可溶
性濃縮物（ＳＬ）、極微量懸濁液（ＳＵ）、極微量液体（ＵＬ）、工業用濃縮物（ＴＫ）
、分散性濃縮物（ＤＣ）、水和剤（ＷＰ）、又は農業として許容可能な補助剤と組み合わ
せた技術的に実施可能な配合で用いられる。
【００５４】
　上記植物繁殖材料保護組成物を、一般的様式、例えば、有効成分を、適切な配合の不活
性物質（固体又は液体のキャリア、及び随意選択的な他の配合成分、例えば、表面活性化
合物（界面活性剤）、殺生剤、不凍結剤（ａｎｔｉ－ｆｒｅｅｚｅｒｓ）、固着剤、増粘
剤、及び補助効果を付与する化合物）と混合させることにより製造できる。また、一般的
な徐放製剤を、効果を長持ちさせることを目的とするところで用いることができる。特に
スプレー形態、例えば、水分散性濃縮物（例えば、ＥＣ、ＳＣ、ＤＣ、ＯＤ、ＳＥ、ＥＷ
、ＥＯ等）、水和剤、及び顆粒で適用すべき製剤は、界面活性剤、例えば、浸潤剤、及び
分散剤及び他の化合物（補助的作用、例えば、ホルムアルデヒドのナフタレンスルホネー
ト、アルキルアリールスルホネート、リグニンスルホネート、脂肪アルキルスルフェート
、及びエトキシレート化アルキルフェノール、並びにエトキシトート化脂肪アルコールの
縮合生成物を付与する化合物）を含むことができる。
【００５５】
　上記植物繁殖材料保護組成物は、一つの又は二つ以上のさらなる農薬、例えば、殺真菌
剤、ダニ駆除剤、殺菌剤、殺虫剤、軟体動物駆除剤、線虫駆除剤、殺鼠剤、二種の殺真菌
剤、又は殺真菌剤及び殺虫剤を含むことができる。
【００５６】
　本発明に従う用語「キャリア」は、植物、種子、又は土壌への適用を促進するために式
Ｉの化合物が混合される天然又は合成、有機又は無機物質を意味している。従ってこのキ
ャリアは、概して不活性であり、及び農業で、特に処理される植物に許容されなければな
らない。上記キャリアは、固体（粘土、天然又は合成シリケート、シリカ、樹脂、ワック
ス、固体肥料等）、又は液体（水、アルコール、ケトン、石油留分、芳香族又はパラフィ
ン系炭化水素、塩素化炭化水素、液化ガス等）であることができる。
【００５７】
　例えば、粉末及び分散性粉末に用いることができる固体のキャリアは、方解石、タルク
、カオリン、モンモリロナイト、又はアタパルガイト、又は高度分散化シリカ、又は吸収
性ポリマーである。微粒子で、吸収性のある顆粒でありうるキャリアは、軽石、つぶした
れんが、海泡石、又はベントナイト、モンモリナイト型粘土であり、そして非吸着性の可
能性があるキャリアは、方解石又は白雲石である。
【００５８】
　好適な液体のキャリアは、芳香族炭化水素、特にＣ8～Ｃ12分画、例えば、キシレン混
合物、又は置換化ナフタレン、フタル酸エステル、例えば、ジブチル又はジオクチルフタ
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レート、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン又はパラフィン、アルコール及びグリ
コール並びにそれらのエーテル及びエステル、例えば、エチレングリコールモノメチルエ
ーテル、ケトン、例えば、シクロヘキサノン、強力な極性溶媒、例えば、Ｎ－メチル－２
－ピロリドン、ジメチルスルホキシド、又はジメチルホルムアミド、そして適切な場合に
は、エポキシ化植物性油脂又は大豆油：又は水である。
【００５９】
　好適な表面活性化合物は、良好な乳化、分散、及び浸潤特性を有する、非イオン性、カ
チオン性及び／又はアニオン性の界面活性剤であり、配合すべき有効成分の性質によって
決まる（式Ｉの化合物単独、又は他の有効成分と組み合わせした式Ｉの化合物）。界面活
性剤はまた、表面活性化合物の混合物を意味するものとして理解されうる。
【００６０】
　配合の技術分野で習慣的に用いられる界面活性剤は、特に、下記出版物に記載されてい
る。
　「ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒ
ｓ　Ａｎｎｕａｌ」，ＭＣ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒｐ．，　Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ
，　ＮＪ．,１９８８．
　Ｍ．ａｎｄ　Ｊ．Ａｓｈ「Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ
」,Ｖｏｌ．１－１１１，Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．，Ｎｅｗ　
Ｙｏｒｋ，１９８０－１９８１。
【００６１】
　上記好適な界面活性剤の中で、例えば、ポリアクリル酸塩、リグノスルホン酸塩、フェ
ノールスルホン、又は（モノ又はジアルキル）ナフタレンスルホン酸塩、ラウリルスルホ
ン酸塩、エチレンオキシドのリグノスルホン酸塩との重縮合物、エチレンオキシドの脂肪
アルコール、脂肪酸、又は脂肪アミンとの重縮合物、置換フェノール（特に、アルキルフ
ェノール、又はアリールフェノール、例えば、モノ及びジ（ポリオキシアルキレンアルキ
ルフェノール）ホスフェート、ポリオキシアルキレンアルキルフェノールカルボキシレー
ト、又はポリオキシアルキレナルキルフェノールスルフェート）、スルホコハク酸エステ
ルの塩、タウリン誘導体（特に、アルキルタウリド）、エチレンオキシドのホスフェート
化トリスチリルフェノールの重縮合物、及びエチレンオキシドのアルコール又はフェノー
ルとのリン酸エステルの重縮合物に言及することができる。有効成分及び／又は不活性な
腑形剤が水に不溶であり、そして上記用途向けの上記キャリアが水である場合には、少な
くとも一つの界面活性剤の存在が要求されることが多い。
【００６２】
　さらに、用途を増やす特に有用な補助剤は、特に一連のケファリン及びレシチン、例え
ば、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、ホスファチジルグリセリ
ン、又はリゾレシチンに由来する天然又は合成のリン脂質である。
【００６３】
　上記植物繁殖材料保護組成物はまた、水溶性、及び水分散性のフィルム形成ポリマーに
由来する少なくとも一種のポリマーを含み、当該ポリマーは、少なくとも式Ｉの化合物の
処理された植物繁殖材料への付着を改良し、当該ポリマーは、少なくとも１０，０００～
約１００，０００の平均分子量を有するのが一般的である。
【００６４】
　概して、染料又は顔料等の着色剤が、上記植物繁殖材料保護組成物に含まれており、観
察者が、即座に上記植物繁殖材料を処理したことを決定することができる。着色剤を含む
植物繁殖材料保護組成物は、使用者や消費者の安全を向上するので、本発明に従う植物繁
殖材料保護組成物の好ましい実施形態である。上記着色剤はまた、供給される植物繁殖材
料保護組成物の均一性の程度を使用者に示すのに有用である。
【００６５】
　一般的に、上記着色剤は、３０℃超の融点を有する傾向があるので、本発明の植物繁殖
材料保護組成物中に懸濁される。上記着色剤はまた、可溶性の化合物でありうる。
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【００６６】
　上記の着色剤の例としては、ｐｉｇｍｅｎｔ　ｒｅｄ　４８－２（ＣＡＳ－７０２３－
６１－２）、ｐｉｇｍｅｎｔ　ｂｌｕｅ　１５（ＣＡＳ－１４７－１４－８）、ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　ｇｒｅｅｎ　７（ＣＡＳ－１３２８－５３－６）、ｐｉｇｍｅｎｔ　ｖｉｏｌｅ
ｔ　２３（ＣＡＳ－６３５８－３０－１）、ｐｉｇｍｅｎｔ　ｒｅｄ　５３－１（ＣＡＳ
－５１６０－０２－１）、ｐｉｇｍｅｎｔ　ｒｅｄ　５７－１（ＣＡＳ　５２８１－０４
－９）、ｐｉｇｍｅｎｔ　ｒｅｄ　１１２（ＣＡＳ　６５３５－４６－２）、又は同種の
着色剤である。
　上記植物繁殖材料保護組成物は、０．１～１０質量％の着色剤を含む傾向がある。
【００６７】
　一方、市販の製品は、好ましくは、濃縮物（予備混合組成物又は濃縮物、配合された化
合物（又は製品）として知られている。）として配合され、最終使用者は、通常、繁殖材
料を処理する場合に、一つ又は二つ以上の他の農薬予備混合物（タンク混合組成物（又は
すぐ適用可能、スプレーブロス（ｂｒｏｔｈ）、若しくはスラリー）として知られている
。）をまた随意選択的に含む希釈された溶液を用いるであろう。
【００６８】
　一般的に、溶媒（例えば、水）で、種々の農薬及び、随意選択的なさらなる助剤を含む
一つ又は二つ以上の予備混合組成物を希釈して、上記タンク混合組成物を調製する。一般
的に水性タンク混合物が好ましい。
　従って、本発明の植物繁殖材料組成物の例には、タンク混合又はスラリー農薬組成物、
及び予備混合又は農薬配合物が含まれる。
【００６９】
　一般に、上記配合物は、０．０１～９０重量％の活性薬剤、０～２０％の農業で許容可
能な界面活性剤、及び１０～９９．９９％の固体又は液体のキャリア及び、あるいは複数
の補助剤を含み、少なくとも式Ｉの化合物及び随意選択的な他の活性薬剤（特に殺菌剤又
は防腐剤等）から成る。
【００７０】
　上記混合物の濃縮形態（例えば、予備混合物又は農薬配合物）は、一般的に、約２～８
０％、好ましくは５～７０重量％の活性薬剤を含んでいる。
　上記混合物の濃縮形態のタンク混合物、又はスラリー（希釈された混合物）は、例えば
、０．０１～２０重量％、好ましくは０．０１～５重量％の活性薬剤を含むことができる
。
【００７１】
　上記繁殖材料で用いられる式Ｉの化合物の量は、繁殖材料（例えば、種子又は塊茎）及
び植物の種類によって変化する（例えば、一般的に、小麦の種子は、同等の種子重量に基
づく脂肪種子菜種よりも、そこに付着する有効成分が少ない）ので、生物学的試験により
、有効な殺菌剤の量を決定することができる。
【００７２】
　式Ｉの化合物、又は好適なそれらのキャリアと共に式Ｉの化合物を含む植物繁殖材料保
護組成物が、種子を処理するために用いられる場合、種子１００ｋｇ当たり０．１～５０
００ｇ、好ましくは種子１００ｋｇ当たり１～１０００ｇ、より好ましくは、種子１００
ｋｇ当たり１～１００ｇの式Ｉの化合物の割合で、一般的には十分である。
【００７３】
　本発明のさらなる態様では、本発明は、式Ｉの化合物をその好適なキャリアと共に含む
植物繁殖材料保護組成物を提供する。
　本発明のこの態様の好ましい実施形態は、式Ｉの化合物をその好適なキャリアと共に含
む植物繁殖材料保護組成物であり、そこでは、上記植物繁殖材料保護組成物は、さらに着
色剤を含む。
【００７４】
　本発明のさらなる態様では、式Ｉの化合物をその好適なキャリアと共に含む植物繁殖材
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料保護組成物を用いて処理した植物繁殖材料を提供する。
　本発明のこの態様の好ましい実施形態は、式Ｉの化合物をその好適なキャリアと共に含
む植物繁殖材料保護組成物を用いて処理した植物繁殖材料であり、そこでは、上記植物繁
殖材料保護組成物が、さらに着色剤を含む。
【実施例】
【００７５】
　続く例は、本発明を具体的に説明するように働き、「有効成分」は、式Ｉの化合物を表
す。
　配合例
　水和剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ）　　　ｂ）　　　ｃ）
　有効成分　　　　　　　　　　　　　　　　　２５％　　５０％　　７５％
　リグノスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　５％　　　５％　　　－
　ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　３％　　　－　　　　５％
　ジイソブチルナフタレンスルホン酸ナトリウム　－　　　　６％　　１０％
　フェノールポリエチレングリコールエーテル　　－　　　　２％　　　－
　（７～８モルのエチレンオキシド）
　高分散化ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　５％　　１０％　　１０％
　カオリン　　　　　　　　　　　　　　　　　６２％　　２７％　　　－
【００７６】
　上記有効成分を、上記補助剤と完全に混合し、そして上記混合物を、水で希釈すること
ができる水和剤を提供する好適なミルで完全に粉にし、所望の濃度の懸濁液を与える。
【００７７】
　乾燥種子処理用の粉末　　　　　　　　　　ａ）　　　ｂ）　　　ｃ）
　有効成分　　　　　　　　　　　　　　　２５％　　５０％　　７５％
　軽油　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％　　　５％　　　５％
　高分散化ケイ酸　　　　　　　　　　　　　５％　　　５％　　　－
　カオリン　　　　　　　　　　　　　　　６５％　　４０％　　　－
　タルカム　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　２０％
　上記有効成分を、上記補助剤と完全に混合し、そして上記混合物を、種子処理用に直接
用いることができる粉末を提供する好適なミルで完全に粉にする。
【００７８】
　乳剤
　有効成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
　オクチルフェノールポリエチレングリコールエーテル　　　　　　　　　３％
　（４～５モルのエチレンオキシド）
　ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　３％
　ヒマシ油ポリグリコールエーテル（３５モルのエチレンオキシド）　　　４％
　シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
　キシレン混合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０％
　植物の保護に用いられうる所望の乳剤の希釈物は、この濃縮物を水で希釈することによ
り得ることができる。
【００７９】
　粉末　　　　　　　　　　　　　　　　ａ）　　　ｂ）　　　ｃ）
　有効成分　　　　　　　　　　　　　　５％　　　６％　　　４％
　タルカム　　　　　　　　　　　　　９５％　　　－　　　　－
　カオリン　　　　　　　　　　　　　　－　　　９４％　　　－
　無機充填剤　　　　　　　　　　　　　－　　　　－　　　９６％
　上記キャリアを、上記有効成分と混合させ、そして好適なミルで混合物を粉にして、す
ぐ用いることができる粉末を得る。上記粉末をまた、種子の乾燥粉衣用に用いることがで
きる。
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【００８０】
　押し出し顆粒
　有効成分　　　　　　　　　　　　　　　　１５％
　リグノスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　２％
　カルボキシメチルセルロース　　　　　　　　１％
　カオリン　　　　　　　　　　　　　　　　８２％
　上記有効成分を上記補助剤と混合し、そして粉にし、そして上記混合物を水を用いて潤
した。上記混合物を押し出し、次いで、気流中で乾燥させた。
【００８１】
　コーティングされた顆粒
　有効成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８％
　ポリエチレングリコール（モル重量、２００）　　　　３％
　カオリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８９％
　上記微細に粉砕された有効成分を、ミキサー中で、ポリエチレングリコールを用いて潤
したカオリンに均一に適用する。非粉末状のコーティングされた顆粒を、この様式で得る
。
【００８２】
　懸濁濃縮物
　有効成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０％
　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
　ノニルフェノールポリエチレングリコールエーテル　　　　　　６％
（１５モルのエチレンオキシド）
　リグノスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　１０％
　カルボキシメチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　１％
　シリコーンオイル（水中の７５％乳剤の状態）　　　　　　　　１％
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２％
【００８３】
　上記微細に粉砕した有効成分を、補助剤と完全に混合して、水を用いて希釈して、水を
用いて所望の希釈度の懸濁液を得る。希釈物を用いて、植物繁殖材料と同様に、生きてい
る植物を処理し、そしてスプレー、注入、又は浸漬により微生物の侵入から保護すること
ができる。
【００８４】
　種子処理用の流動性濃縮物
　有効成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０％
　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
　コポリマーブタノールＰＯ／ＥＯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２％
　１０～２０モルのＥＯを有するスチレンフェノール　　　　　　　　　　２％
　１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン（２０％水溶液状態）　　　　０．５％
　モノアゾ－顔料カルシウム塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５％
　シリコーンオイル（水中の７５％乳剤の状態）　　　　　　　　　　　　０．２％
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．３％
【００８５】
　上記微細に粉砕した有効成分を補助剤と完全に混合し、水を用いて希釈し、水を用いて
所望の希釈度の懸濁液を得る。希釈物を用いて、植物繁殖材料と同様に、生きている植物
を処理し、そしてスプレー、注入、又は浸漬により微生物の侵入から保護することができ
る。
【００８６】
　生物学的例
　例Ｂ－１：小麦のガウマンノミセスグラミニス（Ｇａｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｓ）に対する活性
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　種子処理用に冬小麦の種子上に流動性濃縮物として配合された有効成分を適用した後、
上記種子を、土壌を満たしたトレーに蒔いた。上記土壌は、蒔く前に、菌子体と土壌とを
完全に混合して、ガウマンノミセスグラミニス（Ｇａｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍ
ｉｎｉｓ）を用いて人工的に植菌した。上記試験は、成長スペースにおいて１７℃、５週
間、そして１４時間の明期において、成長スペースに保持した。次の評価：根褐変（％）
が得られた。各数字は、１回の処理あたり３０個の種子で測定された（１０個の種子を、
３回繰り返した。）。
【００８７】
【表１】

【００８８】
　例Ｂ－２：小麦のミクロドチウムニバレ（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）
に対する活性
　ミクロドチウムニバレ（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）に感染させた冬小
麦の種子上に、種子処理用の流動性濃縮物として配合された有効成分を適用した後、土壌
を満たしたトレーに蒔いた。上記試験は、４℃及び暗闇で、成長スペース内で、４週間保
った。次いで、上記温度を、１５℃に上げ、そして１２時間の明期を供与した。第一の改
良の後、葉植物を、１０℃に保ち、そして上記試験が終了するまで、高湿度を保った。次
の評価：感染した植物数が得られた。各数字を、１回の処理あたり１００個の種子で測定
した（５０個の種子を、２回繰り返した。）。
【００８９】

【表２】

【００９０】
　例Ｂ－３：大麦のピレノフォラグラミネア（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅ
ａ）に対する活性
　ピレノフォラグラミネア（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）に感染させた
冬小麦の種子上に、種子処理用の流動性濃縮物として配合された有効成分を適用した後、
土壌を満したトレーに上記種子を蒔いた。上記トレーを、４℃において、成長スペースに
３週間置いた。この期間の後、上記試験を、１２℃の温度、及び１４時間の明期を与える
温室に移した。次の評価、感染した植物数が得られた。各数字を、１回の処理あたり２０
０個の種子で測定した（１００個の種子を、２回繰り返した。）。
【００９１】
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【表３】

【００９２】
　例Ｂ－４：大麦のウスチラゴヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）に対する活性
　ウスチラゴヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）に感染させた冬小麦の種子上に、処理
用の流動性濃縮物として配合された有効成分を適用した後、土壌を満たしたトレーに上記
種子を蒔いた。上記トレーを、２０℃において、成長スペースに２日間置き、次いで２℃
で、２週間置いた。この期間の後、上記トレーは、１５℃の温度、開花まで１４時間の明
期を与える温室に移した。次の評価：感染した頭花数（ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｉｎｆｅｃ
ｔｅｄ　ｈｅａｄｓ）が得られた。各数字を、１回の処理あたり２００個の種子で測定し
た（１００個の種子を、２回繰り返した。）。
【００９３】
【表４】

【００９４】
　例Ｂ－５：先行技術に由来する化合物との比較試験：大麦のウスチラゴヌダ（Ｕｓｔｉ
ｌａｇｏ　ｎｕｄａ）に対する活性
　本発明に従う式Ｉａのラセミ化合物の大麦ウスチラゴヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄ
ａ）に対する活性を、国際公開第０３／０７４４９１号パンフレットの７ページ、表２、
及び１６ページ、表７のＮｏ．２．６９の化合物として記載されているラセミ化合物Ｂと
比較した。活性を比較するための方法を、上記例Ｂ－４の項目に記載する。
【００９５】
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【化６】

【００９６】

【表５】

【００９７】
　結果は、１００ｋｇの種子当たり、１０ｇの有効成分の割合の適用において、本発明に
従う式Ｉａのラセミ化合物は、先行技術に由来するラセミ化合物Ｂよりも、大豆のウスチ
ラゴヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）に対して、実質的により良好な殺菌作用を与え
たことを示している。上記化合物間の構造的類似性の考察において、本発明に従う化合物
の強化された作用は、予期すべきものではなかった。
【００９８】
　例Ｂ－６：先行技術に由来する化合物との比較試験：大麦のウスチラゴヌダ（Ｕｓｔｉ
ｌａｇｏ　ｎｕｄａ）に対する活性
　本発明に従う式Ｉａのラセミ化合物の大麦ウスチラゴヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄ
ａ）に対して、国際公開第０３／０７４４９１号パンフレットの６、及び７ページ、表２
のＮｏ．２．４０の化合物として記載されているラセミ化合物Ｃ（ｔｒａｎｓ／ｃｉｓ比
：１０：１）と比較した。活性を比較するための方法を、上記例Ｂ－４の項目に記載する
。
【００９９】
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【化７】

【０１００】

【表６】

【０１０１】
　結果は、１００ｋｇの種子当たり、１０ｇの有効成分の割合の適用において、本発明に
従う式Ｉａのラセミ化合物は、先行技術に由来するラセミ化合物Ｃよりも、大豆のウスチ
ラゴヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）に対して、実質的により良好な殺菌作用を与え
たことを示している。上記化合物間の構造的類似性の考察において、本発明に従う化合物
の強化された作用は、予期すべきものではなかった。
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